
ハラスメント問題は企業として最も取り組むべき課題の一つです

実名報告 匿名報告
ハラスメント問題が発生した場合のリスク
・従業員の組織からの離脱
・事後対応による通常業務への影響
・レピュテーションリスク
・訴訟リスク
・採用への影響など

自ら受けたハラスメント
他人などへのハラスメント
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管理画面サンプル
＊管理画面はその他複数あります。

オプションで企業独自の報告書
フォーマットで出力も可能

各組織のＫＰＩとの関係性を把握
することも可能
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機能１
全社・組織毎のハラスメント状況把握
・サイト上に業務上起こりえるハラスメントの種類・内容を公開

・ユーザーはその内容を基に職場で起こりうる（過去にあった）ハラスメントを1つから複数選択
発生可能性を6段階（今も起こっている➡起こる可能性がある➡まず起こらない）で評価。
具体的に見聞きしたり、自分が受けたことがある

機能２
実名・匿名による通報・相談制度
・スマートフォンやパソコンから24時間、自分が受けた、あるいは見聞きしたハラスメントの報告

・組織毎あるいは全社での各ハラスメントの時系列での発生状況把握

・人事部あるいは担当部署による対応状況の管理

・報告されたハラスメントが改善されたかのモニタリング

現状把握

あるべきレベルの設定

施策の検討・実行

モニタリングとフィードバック

自社のハラスメント成熟度評価とあるべきレベルの設定

報告➡現状把握➡対応➡管理 煩雑かつコストのかかる
作業を自動化します。


